
シリア内戦では多くの人々が犠牲になるとともに、 人類の歴史を伝える貴重な文化遺産

も破壊の危機に瀕している。 シリア世界遺産の一つであるパルミラ遺跡もまた IS の占領

下で甚大な被害にあった。 IS から遺跡が奪還された直後にパルミラに入ったポーランド

人研究者らが、 その被害と復興について、 筑波大学生に語りかける。

IS に破壊された

シリア・パルミラ

遺跡を護る

人社系研究発信月間　　　　人文学類文化講演会

[ 講演者 ]
バルトシュ・マルコヴスキー　（ワルシャワ大学）
ロバート・ズコウスキー　（ポーランド科学アカデミー）
ホマーム・サード　（ソルボンヌ大学）

日時 ： ２０１６年１１月２１日 （月）　１３ ：４５ ‐１６ ：００

会場 ： １H１０１教室

【問合せ先】TEL:029-853-5441　E-mail:rcwasia@hass.tsukuba.ac.jp


